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　市民の日は、市民が市の歴史を知り、自治の意識を高め、進歩そして調和を目指す日として、昭和57年に設けられ
ました。これを記念し、下記のとおり各施設が無料で利用できます。

12月1日は、市民の日

12月1日㈯に無料となる施設
武道館 L224－7220 午前9時～午後9時 個人使用料

施設名 問い合わせ 時間（受付時間は各施設にお尋ねください） 無料となるもの
市立博物館 L222－5399 午前9時～午後5時 入館料
川越城本丸御殿 L222－5399 午前9時～午後5時 入館料
市立美術館 L228－8080 午前9時～午後5時 観覧料
東後楽会館 L224－3366 午前9時30分～午後4時 使用料
サンライフ川越 L225－5445 1日㈯＝午前9時～午後9時、2日㈰＝午前9時～午後5時 トレーニング室使用料
オアシス L228－0200 午後3時30分～5時30分▶午後6時30分～8時30分 一般プール使用料
農業ふれあいセンター L226－6551 1日㈯＝午前9時～午後9時、2日㈰＝午前9時～午後5時 多目的ホール個人使用料
川越まつり会館 L225－2727 午前9時30分～午後5時30分 入館料
旧山崎家別邸 L224－5940 午前9時30分～午後5時30分 入場料
こどもの城 L225－7289 1日㈯＝午後3時、2日㈰＝午前11時▶午後3時（各先着98人）プラネタリウム観覧料

12月1日㈯・2日㈰に無料となる施設

＊蔵造り資料館は、耐震化工事のため、現在休館中です。
＊西後楽会館は、耐震化工事と内装・設備等の改修工事のため、現在休館中です。

シルバー人材センターL222－2075O222－8973
　市民の日を記念して12月1日㈯午前10時から午後2時30分、川越の観光名所をシルバーガイドが無料で案
内します。案内時間は20分程度です。当日直接会場。
案�内場所…①川越城本丸御殿、②蔵造りの町並み　受付場所…①＝川越城本丸御殿、②＝時の鐘

市民の日無料ガイド

防
犯
・
交
通
安
全
課
L
2
2
4
︲
5
7
2
1

O
2
2
4
︲
6
7
0
5

　
市
で
は
県
の
同
運
動
期
間
に
先
駆
け
、
川
越
警
察
署
、
関
係
機
関
・

団
体
と
協
力
し
、
交
通
安
全
に
向
け
て
次
の
と
お
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
い
ま
す
。
雨
天
中
止
。

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動
出
発
式
・

年
末
年
始
特
別
警
戒
取
り
締
ま
り
出
陣
式

日
時
…
11
月
30
日
㈮
午
前
10
時
～　
会
場
…
ウ
ニ
ク
ス
南
古
谷
店

飲
酒
運
転
根
絶
の
日
・
歩
行
者
保
護
の
日

日�

時
…
12
月
5
日
㈬
午
前
10
時
～　
会
場
…
ベ
ル
ク
的
場
店

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

日�

時
…
12
月
12
日
㈬
午
後
3
時
～　
会
場
…
ク
レ
ア
モ
ー
ル

12
月
1
日
㈯
～
14
日
㈮
は
冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

川
越
駅
西
口
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
L
2
4
5
︲
6
0
1
1

O
2
4
5
︲
6
1
1
6

　

川
越
駅
西
口
市
有
地
利
活
用
事
業（
民
間

複
合
施
設
の
建
設
）の
実
施
に
併
せ
、
川
越

駅
西
口
歩
行
者
用
デ
ッ
キ
の
延
伸
工
事
を
11

月
16
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
工
事
期
間
は
、

再
来
年
5
月
下
旬
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
工
事
期
間
中
は
、
工
事
の
状
況
に

よ
っ
て
周
辺
の
交
通
規
制
が
行
わ

れ
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
案
内

看
板
や
誘
導
員
に
従
っ
て
通
行
す
る

よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

川
越
駅
西
口
歩
行
者
用
デ
ッ
キ
延
伸
工
事
の
お
知
ら
せ

完成イメージ完成イメージ

NN

民間複合施設
予定地

民間複合施設
予定地

延伸部分延伸部分

川越駅川越駅

現在の
デッキ
現在の
デッキ
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明
治
31
年（
1
8
9
8
）に
木き

崎ざ
き

村む
ら

針は
り

ヶが

谷や（
現
さ
い
た
ま
市
）の
主
婦
・
山や

ま

田だ

い
ち

さ
ん
が
、自
分
の
畑
で
紅
赤
い
も
を
発
見
。

ホ
ク
ホ
ク
と
し
た
栗
の
よ
う
な
味
で
、
非

常
に
お
い
し
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
市
場

で
は
普
通
の
サ
ツ
マ
イ
モ
よ
り
高
値
で
取

り
引
き
さ
れ
ま
し
た
。
戦
中
は
、
収
量
の

多
い
サ
ツ
マ
イ
モ
に
一
時
変
わ
り
ま
し
た

が
、
戦
後
復
活
し
た
紅
赤
い
も
は
「
川
越

い
も
の
代
名
詞
」「
サ
ツ
マ
イ
モ
の
女
王
」

と
言
わ
れ
、
東
日
本
を
代
表
す
る
サ
ツ
マ

イ
モ
と
な
り
ま
し
た
。

　
発
見
1
2
0
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、

川
越
い
も
友
の
会
、
川
越
サ
ツ
マ
イ
モ
商

品
振
興
会
、
川
越
い
も
研
究
会
、
三
芳
町

農政課L224－5939O224－8712

ご 存 じ で す か？ 紅赤いもの日

12
月
1
日
を
紅
赤
い
も
の
日
と
し

て
宣
言
し
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

川
越
い
も
振
興
会
、
さ
い
た
ま
市
紅
赤
研

究
会
に
よ
っ
て
、
8
月
30
日
に
「
紅
赤
い

も
を
守
る
日
」
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
宣
言
の
中
で
、
県
内
の
住
民
が
伝

統
品
種
の
紅
赤
い
も
を
1
人
1
本
食
べ

て
、
紅
赤
い
も
の
歴
史
と
文
化
を
知
っ
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
み
ん
な
の
力
で
守
っ

て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
を
目
的
に
、
12
月

1
日
を「
紅
赤
い
も
の
日
」
と
し
ま
し
た
。

　
12
月
1
日
と
し
た
の
に
は
、
次
の
よ
う

な
理
由
が
あ
り
ま
す
。

●
紅
赤
い
も
は
12
月
が
食
べ
ご
ろ
で
あ
る

●�「
栗（
九
里
）よ
り（
四
里
）う
ま
い
十
三

里
」
に
か
け
て
12
＋
1
＝
13

●�

12
月
1
日
は
川
越
の
市
制
施
行
記
念
日

（
市
民
の
日
）。
市
制
が
施
行
さ
れ
た
大

正
11
年（
1
9
2
2
）は
紅
赤
い
も
が
東

日
本
を
代
表
す
る
品
種
で
あ
っ
た

●�

12
月
の
お
歳
暮
ギ
フ
ト
と
し
て
紅
赤
い

も
が
利
用
さ
れ
て
い
る

●�

最
初
に
発
見
し
た
山
田
い
ち
さ
ん
の

「
１
」
と「
1
2
0
年
」
に
ち
な
み
、
12

月
1
日

　
焼
き
芋
よ
り
も
ふ
か
し
芋
に
す
る
と
お

い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。
ほ
か
に
は
、
天

ぷ
ら
や
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
な
ど
に
し
た

り
、
小
さ
め
の
も
の
を
丸
ご
と
揚
げ
た
り

す
る
の
も
い
い
で
す
ね
。
ま
た
、
最
近
は

サ
ツ
マ
イ
モ
と
い
え
ば
ス
イ
ー
ツ
が
主
流

で
す
が
、
食
物
繊
維
や
ビ
タ
ミ
ン
C
・

Ｅ
な
ど
が
豊
富
な
た
め
健
康
食
と
し
て
も

お
す
す
め
で
す
。
特
に
豚
肉
と
相
性
が
よ

い
の
で
、組
み
合
わ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
紅
赤
い
も
は
1
2
0
年
も
続
く
伝
統
品

種
で
す
が
、
作
る
の
が
難
し
い
。
そ
ん
な

紅
赤
い
も
を
守
る
意
味
で
も
、
年
に
1
回

か
2
回
、
食
べ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い

で
す
。
紅
赤
い
も
の
日
と
し
て
P
R
す

る
こ
と
で
、
収
量
の
少
な
い
紅
赤
い
も
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

紅
赤
い
も
の
お
い
し
い
食
べ
方
を

教
え
て
く
だ
さ
い

紅
赤
い
も
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ

さ
い

市
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と

山田�英次�さん山田 英次 さん
川越いも友の会 事務局長

紅
赤
い
も
が
学
校
給
食
に
！

　

紅
赤
い
も
発
見
1
2
0
年
の

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
川
越

い
も
研
究
会
が
栽
培
し
た
紅
赤
い

も
の
入
っ
た
さ
つ
ま
汁
や
小
江
戸

カ
レ
ー
が
、
11
月

に
市
内
小
中
学
校

の
給
食
で
提
供
さ

れ
ま
し
た
。
紅
赤

い
も
が
学
校
給
食

に
提
供
さ
れ
る
の
は
今
年
が
初
め

て
で
す
。

　2018年は、サツマイモの伝統品種「紅赤いも」が発見されて120年を迎えます。
生産量が年々減少している紅赤いもを守るため、関係団体が一丸となって生産保
存に向けた活動に取り組んでいます。その一環として12月1日を「紅赤いもの日」
と宣言しました。今回、関係団体の一つ、川越いも友の会事務局長・山

やま

田
だ

英
えい

次
じ

さ
んに思いを語っていただきました。紅赤いも紅赤いも
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子
ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、

市
内
在
住
の
児
童
の
養
育
者
に
、
次
の
手

当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
は
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
が
福
祉
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
場
合
、
手
当
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
申
請
方
法
等
に
つ
い
て
詳
し

く
は
、
担
当
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
政
策
課
L
2
2
4
︲
6
2
7
8

O
2
2
3
︲
8
7
8
6

　
中
学
校
修
了
前
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
を
対
象
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

出
生
・
転
入
日
の
翌
日
か
ら
15
日
以
内
に

手
続
き
が
必
要
で
す
。請
求
書
は
同
課（
本

庁
舎
3
階
）・市
民
セ
ン
タ
ー・南
連
絡
所・

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。郵
送（
〒

3
5
0
‐
8
6
0
1
川
越
市
役
所
こ
ど

も
政
策
課
）で
の
提
出
も
可
能
で
す
。

支
給
金
額（
児
童
1
人
当
た
り
の
月
額
）

＊
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合
は
、
特
例

給
付
と
し
て
月
額
5
0
0
0
円
支
給
し
ま
す
。

こ
ど
も
家
庭
課
L
2
2
4
︲
5
8
2
1

O
2
2
5
︲
5
2
1
8

　
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
や
、
父
母
の
い

ず
れ
か
が
障
害
を
持
つ
家
庭
な
ど
を
対
象

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
公
的
年
金
等

を
受
け
取
っ
て
い
る
場
合
は
、
原
則
と
し

て
年
金
の
月
額
が
児
童
扶
養
手
当
月
額
よ

り
も
低
か
っ
た
場
合
の
み
、
差
額
を
支
給

し
ま
す
。

対�

象
…
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

（
18
歳
に
な
る
年
の
年
度
末
ま
で
。
一

定
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）

を
、
監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
も

し
く
は
父
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

①�

父
母
が
離
婚（
事
実
婚
の
解
消
を
含
む
）し

た
後
、
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③�

父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定
め
る
障
害
の
状

態
に
あ
る
児
童

④�

父
ま
た
は
母
に
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

⑤�

父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
、
引
き
続
き

1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥�

父
ま
た
は
母
に
配
偶
者
暴
力（
D
V
）防
止

法
に
よ
る
保
護
命
令
が
出
さ
れ
た
児
童

⑦�

船
舶
や
飛
行
機
の
事
故
等
に
よ
り
、
父
ま

た
は
母
の
生
死
が
3
か
月
以
上
明
ら
か
で

な
い
児
童

⑧�

婚
姻（
事
実
婚
を
含
む
）に
よ
ら
な
い
で
生

ま
れ
た
児
童

⑨�
棄
児
な
ど
で
、
母
が
児
童
を
懐
胎
し
た
当

時
の
事
情
が
不
明
で
あ
る
児
童

支
給
金
額（
月
額
）

加
算
額（
児
童
1
人
当
た
り
）

こ
ど
も
政
策
課
L
2
2
4
︲
6
2
7
8

O
2
2
3
︲
8
7
8
6

　
障
害
の
あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

を
対
象
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

対�

象
…
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
20
歳

未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

�

①�

精
神
に
障
害
が
あ
り
、
お
お
む
ね
療
育
手

帳
Ⓐ
・
A
・
B
の
児
童

②�

身
体
に
障
害
が
あ
り
、
お
お
む
ね
身
体
障

害
者
手
帳
1
～
3
級
の
児
童

支�

給
金
額（
月
額
）

＊
児
童
が
障
害
年
金
の
給
付
を
受
け
て
い
る

場
合
は
、
手
当
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

子
育
て
の
た
め
の
各
種
手
当
や
、
医
療
費
の
助
成
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
成
長
過
程
や
、

ご
家
庭
の
事
情
に
合
わ
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

中
学
生

小
学
校
修
了
前
の
第
3
子

以
降

3
歳
～
小
学
校
修
了
前

の
第
1
子
、
第
2
子

3
歳
未
満（
誕
生
月
ま
で
）

子
の
年
齢

1
万
円

1
万
5
0
0
0
円

1
万
円

1
万
5
0
0
0
円

支
給
金
額

一
部
支
給

全
部
支
給

手
当
の
形
態

1
万
30
円
～

4
万
2
4
9
0
円

4
万
2
5
0
0
円

支
給
金
額

3
人
目
以
降

2
人

子
の
人
数

一
部
支
給

全
部
支
給

一
部
支
給

全
部
支
給

形
態

3
0
1
0
円
～

6
0
1
0
円

6
0
2
0
円

5
0
2
0
円
～

1
万
30
円

1
万
40
円

支
給
金
額

2
級（
中
度
）

1
級（
重
度
）

障
害
の
程
度

3
万
4
4
3
0
円

5
万
1
7
0
0
円

支
給
金
額

特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
手
当

児
童
扶
養
手
当

手
当
に
よ
る
支
援



こ
ど
も
政
策
課
L
2
2
4
︲
6
2
7
8

O
2
2
3
︲
8
7
8
6

　
父
母
の
い
な
い
義
務
教
育
修
了
前
の
遺

児
を
養
育
し
て
い
る
方（
父
母
が
児
童
と

別
居
し
、養
育
し
て
い
な
い
場
合
も
含
む
）

を
対
象
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

支�

給
金
額（
月
額
）…
8
5
0
0
円

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
や
、
ひ
と
り

親
家
庭
等
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、

次
の
医
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
医
療
費
を
支
払
っ
た
日
か
ら
5

年
が
経
過
す
る
と
、
助
成
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
受
給
に
は
受
給
資
格
の
登

録
が
必
要
で
す
。
申
請
方
法
等
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
担
当
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
政
策
課
L
2
2
4
︲
6
2
7
8

O
2
2
3
︲
8
7
8
6

　
中
学
校
3
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象

に
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
出
生
・
転
入
の
届
け
出
の
際
に
「
こ
ど

も
医
療
費
受
給
資
格
登
録
申
請
書
」
を
お

渡
し
し
ま
す
。
出
生
届
を
市
外
ま
た
は

休
日
・
夜
間
に
提
出
し
た
場
合
は
、
後

日
郵
送
し
ま
す
。

こ
ど
も
政
策
課
L
2
2
4
︲
6
2
7
8

O
2
2
3
︲
8
7
8
6

　
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
や
、
父
母
の
い

ず
れ
か
が
障
害
を
持
つ
家
庭
な
ど
を
対
象

に
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対�

象
…
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

（
18
歳
に
な
る
年
の
年
度
末
ま
で
。
一

定
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）

と
、
そ
の
父
・
母
・
養
育
者

①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③�

父
ま
た
は
母
に
一
定
の
障
害
の
あ
る
児

童
④�

父
ま
た
は
母
に
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

⑤�

父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
1

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥�

父
ま
た
は
母
に
配
偶
者
暴
力（
D
V
）防
止

法
に
よ
る
保
護
命
令
が
出
さ
れ
た
児
童

⑦�

父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

童
⑧
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

⑨�

そ
の
他
の
理
由
で
父
ま
た
は
母
と
生
計
が

異
な
る
児
童

＊
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
場
合
や
、
本

人
・
同
居
の
扶
養
義
務
者
に
一
定
額
以
上
の

所
得
が
あ
る
場
合
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

教
育
財
務
課
L
2
2
4
︲
6
0
8
3

O
2
2
4
‐
5
0
8
6

　
経
済
的
理
由
で
公
立
小
中
学
校
へ
の
就

学
が
困
難
な
家
庭
に
、
学
用
品
・
給
食
・

校
外
活
動
な
ど
、
就
学
に
か
か
る
費
用
を

援
助
し
ま
す
。
来
年
度
に
小
学
1
年
生
に

な
る
子
ど
も
が
い
る
家
庭
に
つ
い
て
は
、

12
月
3
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
就
学
時
健
康
診
断
で
配

布
し
た
「
就
学
援
助
の
お
知
ら
せ
」
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
生
活
保
護
を
受

給
中
の
世
帯
は
申
請
不
要
で
す
。

対�

象
…
公
立
小
学
校
に
入
学
予
定
の
児
童

の
保
護
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

①�

世
帯
全
員
の
所
得
の
合
計
が
基
準
額
未
満

②�

児
童
扶
養
手
当（
児
童
手
当
と
は
異
な
る
）

を
受
け
て
い
る

申�

請
期
間
…
12
月
3
日
㈪
～
来
年
1
月
31

日
㈭

申�

請
方
法
…
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、必
要
書
類
を
添
え
て
直
接
同
課（
東

庁
舎
2
階
）ま
た
は
入
学
予
定
の
小
学

校（
郵
送
不
可
）

＊
現
在
、
上
の
お
子
さ
ん
が
援
助
を
受
け
て
い

る
場
合
は
、
今
回
の
申
請
は
不
要
で
す
。
た
だ

し
、
来
年
7
月
以
降
も
引
き
続
き
援
助
を
希
望

す
る
場
合
に
は
、
5
月
に
学
校
を
通
じ
て
配

布
す
る
申
請
書
で
、
別
途
申
請
が
必
要
で
す
。

＊
す
で
に
小
中
学
校
に
在
籍
し
て
い
て
、
新

た
に
援
助
を
希
望
す
る
場
合
は
、
随
時
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
申
請
月
に
よ
っ
て

受
給
で
き
る
内
容
や
金
額
が
異
な
り
ま
す
）。

こ
ど
も
政
策
課
L
2
2
4
︲
6
2
7
8

O
2
2
3
︲
8
7
8
6

　
市
で
は
、
県
が
実
施
す
る
3
キ
ュ
ー
子

育
て
チ
ケ
ッ
ト
に
、
3
万
円
を
上
乗
せ
し

ま
す
。3
万
円
の
う
ち
1
万
5
千
円
分
は
、

市
内
の
店
舗
で
の
指
定
物
品
の
購
入
に
も

使
用
で
き
ま
す
。

　
申
請
方
法
や
利
用
方
法
等
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
県
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
埼
玉
県
3
キ
ュ
ー

子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
事
務
局
L
0
1
2
0
‐

3 

9
‐
3
1
9
2
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

対�

象
…
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
同
居
ま
た

は
養
育
し
て
い
る
児
童（
18
歳
に
達
す
る

日
以
後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の
方
）

の
う
ち
、
3
人
目
以
降
の
児
童
が
平
成

30
年
4
月
1
日
以
降
に
生
ま
れ
た
世
帯

＊
平
成
30
年
1
月
1
日
以
降
に
第
3
子
以
降

の
子
ど
も
が
生
ま
れ
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な

い
世
帯
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

＊
県
の
チ
ケ
ッ
ト
の
対
象
に
つ
い
て
は
、
同

事
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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催
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と
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療
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助
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子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

催
し
・
募
集

ニ
ュ
ー
ス

コ
ラ
ム

お
忘
れ
な
く
！ 

水
道
管
の
冬
支
度

給
水
サ
ー
ビ
ス
課
L
2
2
3
︲
3
0
7
1

O
2
2
3
︲
0
2
0
8

　
厳
し
い
寒
さ
が
、
水
道
管
や
水
道
メ
ー
タ
ー

な
ど
を
凍
ら
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
記
録
的

な
寒
さ
に
見
舞
わ
れ
た
平
成
30
年
1
月
末
、
市

内
各
所
か
ら
、
水
が
出
な
い
・
水
道
メ
ー
タ
ー

破
損
・
水
道
管
破
裂
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
、
水

資
源
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
、
凍
結
防
止
の
備

え
を
し
ま
し
ょ
う
。
水
道
管
が
次
の
よ
う
な
場

所
に
あ
る
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

●
北
側
・
日
陰
・
北
風
が
当
た
る
場
所
に
あ
る

●
地
上
に
露
出
し
て
い
る

●
保
温
材
に
覆
わ
れ
て
い
な
い

●�

パ
イ
プ
シ
ャ
フ
ト（
配
管
用
空
間
）が
北
側
に

あ
る
中
高
層
建
築
物
　
な
ど

凍
結
を
防
ぐ
た
め
に
は

●�

水
道
管
や
水
道
メ
ー
タ
ー
（
パ
イ
プ
シ
ャ
フ

ト
内
も
同
様
）を
保
温
材
な
ど
で
覆
う

　
タ
オ
ル
や
毛
布
で
覆
う
場
合
は
濡
れ
な
い
よ

う
に
ビ
ニ
ー
ル
で
包
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
と
き

は
水
を
細
く
流
し
て
お
く

　
不
凍
目
的
以
外
は
水
栓
を
き
ち
ん
と
閉
め
て

く
だ
さ
い
。

凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

●�

凍
っ
た
場
所
に
タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
、
ぬ

る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
て
解
凍
す
る

　
熱
い
お
湯
を
使
う
と
水
道
管
が
破
裂
す
る
危

寒
さ
が
本
格
化
す
る
前
に
、
凍
結
対
策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

川
越
も
の
づ
く
り
ブ
ラ
ン
ド

K
コO
Eエ

D
ドO 

E
‐
Pプ

ロ
R
O
の

認
定
製
品
・
技
術
が
決
定
!

K O EDO  E
-P

RO

川
越

も
の

づ
く

りブ ラ ン ド

産
業
振
興
課
L
2
2
4
‐
5
9
3
4

O
2
2
4
‐
8
7
1
2

　
「
川
越
も
の
づ
く
り
ブ
ラ
ン
ド
K
O
E
D
O 

E
‐
P
R
O
」の
認
定
製
品・

技
術
と
し
て
、
左
記
の
4
件
が
決
定
し
ま
し
た
。
認
定
製
品
・
技
術
は
、
11

月
10
日
に
ウ
ェ
ス
タ
川
越
で
開
催
さ
れ
た
「
か
わ
ご
え
産
業
フ
ェ
ス
タ
」
の

開
会
式
で
認
定
・
表
彰
を
行
い
、
会
場
に
は
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
て

P
R
し
ま
し
た
。
今
後
も
市
内
企
業
の
優
れ
た
「
も
の
づ
く
り
」
を
市
内
外

に
広
く
情
報
発
信
し
、
認
定
品
の
販
路
の
開
拓
や
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。
認
定
品
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

認
定
さ
れ
た
製
品
ま
た
は
技
術
名
＝
企
業
名

奨�

励
賞

●�

完
全
D
C
フ
ォ
ノ
イ
コ
ラ
イ
ザ
ー
内
蔵
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ア
ン
プ（
写
真

①
）＝
㈲
テ
ク
ニ
カ
ル
ブ
レ
ー
ン

●�

羽
根
の
無
い
遠
心
撹か

く

拌は
ん

体 

C
‐
Mミ

ッ
ク
ス

I
X（
写
真
②
）＝
㈱
ア
ク
ア
テ
ッ
ク
ス

●�

改
良
６
出
な
し（
写
真
③
）＝
初
野
建
材
工
業
㈱

認�

定
●�

マ
イ
ク
ロ
バ
カ
ン
チ
ェ
ス 

ひ
と
り
旅
／
ふ
た
り
旅
＝
㈲
輪
栄
プ
ロ
ダ
ク
ト

①①

険
が
あ
り
ま
す
。

●�

赤
茶
色
の
水
が
出
た
場
合
は
、
し
ば
ら
く
水

を
流
し
て
元
に
戻
る
の
を
待
つ

　
水
道
管
内
の
鉄
分
の
た
め
、
健
康
を
害
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

漏
水
し
て
い
る
と
き
は

　
漏
水
は
自
然
に
直
る
こ
と
は
な
く
、
次
第
に

量
が
多
く
な
り
、
水
道
料
金
が
掛
か
り
ま
す
。

大
切
な
水
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、
早
急
に
次

の
よ
う
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

①�
水
道
メ
ー
タ
ー
脇
の
止
水
栓（
丙へ

い

止
め
）を
水

道
管
に
直
交
の
向
き
に
回
し
て
水
を
止
め
る

　
日
ご
ろ
か
ら
漏
水
点
検
を
兼
ね
て
、
水
道
メ

ー
タ
ー
の
位
置
、状
態
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

布
ま
た
は
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
で
破
損
箇

所
を
ふ
さ
ぐ

③�

水
道
工
事
店（
川
越
市
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
）に
修
理
を
依
頼
す
る

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
川
越
市
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
一
覧
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
集
合
住
宅
の
場
合
は
、
管
理
会
社
等
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
私
有
地
内
の
給
水
装
置
の
修

理
は
、
設
置
者
ま
た
は
使
用
者
の
費
用
負
担
に

な
り
ま
す
。

④�

水
道
メ
ー
タ
ー
の
漏
水
・
破
損
は
、
水
の
窓

口
L
2
4
9
‐
1
9
1
1
ま
た
は
同
課
に

連
絡
す
る

②②

③③

認定品は上の
認定マークを
使用できます
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子
育
て
情
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館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

催
し
・
募
集

ニ
ュ
ー
ス

廃
棄
物
処
理
施
設
設
置
等
事
業

計
画
書
の
縦
覧

産
業
廃
棄
物
指
導
課
L
2
3
9
︲
7
0
0
7

O
2
3
9
‐
5
0
5
9

　
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
を
計
画
し
て

い
る
事
業
者
か
ら
事
業
計
画
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。「
川
越
市
廃
棄
物
処
理
施
設

設
置
等
紛
争
の
予
防
及
び
調
整
条
例
」
に

基
づ
き
、
事
業
計
画
書
と
生
活
環
境
保
全

対
策
書
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。

　
ま
た
、
事
業
者
に
よ
る
関
係
地
域
住
民

を
対
象
に
し
た
説
明
会
が
、
縦
覧
期
間
中

に
行
わ
れ
ま
す
。
説
明
会
の
日
程
等
に
つ

い
て
詳
し
く
は
、
同
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

事
業
者
…
㈱
ホ
ー
ト
ー

設�

置
場
所
…
芳
野
台
一
丁
目
1
0
3
‐

17 

1
筆

縦�

覧
期
間
…
11
月
27
日
㈫
～
12
月
27
日
㈭

（
土
・
日
曜
日
、
祝
・
休
日
を
除
く
）、

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

縦�

覧
場
所
…
産
業
廃
棄
物
指
導
課（
資
源

化
セ
ン
タ
ー
内
収
集
管
理
棟
1
階
）・

環
境
政
策
課（
本
庁
舎
5
階
）・
芳
野
市

民
セ
ン
タ
ー

意
見
書
の
提
出

　
事
業
に
関
係
す
る
市
民
の
方
は
、
生
活

環
境
保
全
上
の
意
見
書
を
提
出
で
き
ま

す
。

提��

出
期
限
…
来
年
1
月
10
日
㈭
ま
で（
消

印
有
効
。
縦
覧
期
間
中
に
説
明
会
が
終

了
し
な
い
場
合
、
説
明
会
終
了
の
翌
日

か
ら
2
週
間
ま
で
）

提�

出
方
法
…
縦
覧
場
所
で
配
布
す
る
意
見

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た

は
直
接
産
業
廃
棄
物
指
導
課（
郵
送
の

場
合
は
〒
3
5
0
︲
0
8
1
5
鯨
井

7
8
2
︲
3
・
資
源
化
セ
ン
タ
ー
産

業
廃
棄
物
指
導
課
）

＊
意
見
書
の
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

住
生
活
総
合
調
査
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

建
築
住
宅
課
L
2
2
4
︲
6
0
4
9

O
2
2
4
︲
8
9
6
5

　
12
月
1
日
㈯
に
、
全
国
で
住
生
活
総
合

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
住
生
活
基
本
法
に
基
づ

く
住
生
活
の
安
定
・
向
上
に
係
る
総
合
的

な
施
策
を
推
進
す
る
上
で
必
要
と
な
る
基

礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
全
国

で
約
12
万
世
帯
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま

す
。

　
11
月
下
旬
か
ら
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り

調
査
票
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
郵
送
ま
た

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
回
答
く
だ
さ

い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対�

象
…
10
月
に
実
施
さ
れ
た
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
に
回
答
し
た
世
帯
の
一
部

償
却
資
産
の
申
告
を
お
願
い
し

ま
す

資
産
税
課
L
2
2
4
︲
5
6
8
4

O
2
2
6
︲
2
5
3
9

　
市
内
で
製
造
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
・
不
動

産
業
・
農
業
な
ど
の
事
業
を
し
て
い
る
方

で
、
そ
の
事
業
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
場
合
は
、
来

年
度
の
償
却
資
産
の
申
告
を
お
願
い
し
ま

す
。
申
告
書
は
、
同
課（
本
庁
舎
2
階
）・

市
民
セ
ン
タ
ー
・
南
連
絡
所
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
耐
用
年
数
を
経
過
し
、
減
価
償

却
が
終
わ
っ
た
償
却
資
産
も
申
告
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
償
却
資
産
に
係
る

税
額
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
1
月
1
日

現
在
に
お
い
て
償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方

は
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

申�

告
期
限
・
場
所
…
来
年
1
月
31
日
㈭
ま

で
に
直
接
同
課

＊
eエ
ル

タ

ッ

ク

ス

L
T
A
X
で
の
電
子
申
告
も
利
用
で

き
ま
す
。

白
色
申
告
決
算
説
明
会

　
川
越
税
務
署
で
は
、
白
色
申
告
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
収
支
内
訳
書
の

作
成
方
法
、
注
意
点
等
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
左
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
…
川
越
税
務
署（
並
木
4
5
2
‐
2
）
L
2
3
5
‐
9
4
1
1（
自

動
音
声「
2
」
を
選
択
）

＊
当
日
は
、
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
も
行
い
ま
す
。

＊
青
色
申
告
決
算
説
明
会
、
消
費
税
説
明
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
川
越
税
務

署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

＊
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
程

時
間

内
容

会
場

12
月
7
日
㈮
午
後
2
時
～
4
時

不
動
産
所
得
に
つ
い
て

南
公
民
館

12
月
11
日
㈫
午
後
2
時
～
4
時

川
越
税
務
署

12
月
12
日
㈬
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

事
業
所
得
に
つ
い
て

午
後
2
時
～
4
時

市
民
税
課
L
2
2
4
︲
5
6
4
0

O
2
2
6
︲
2
5
4
0
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〜ひとくち情報〜　ミニ・インフォメーション　〜ひとくち情報〜
●「環境基本計画・緑の基本計画年次報告書」の公表　環境政策課L224－5866O225－9800
　平成29年度の進捗状況をまとめた同報告書を、12月3日㈪から同課（本庁舎5階）・市民センター・公民館で閲覧することが
できます。また、同報告書に対する意見・提案を12月26日㈬まで同課で受け付けます（ファクス可）。
●「川越市環境マネジメントシステム実施報告書」の公表　環境政策課L224－5866O225－9800
　平成29年度の実績をまとめた同報告書を、12月3日㈪から同課（本庁舎5階）・市民センター・公民館で閲覧することができます。
また、同報告書に対する意見・提案を12月26日㈬まで同課で受け付けます（ファクス可）。
●川島特定猟具使用禁止区域（銃）の拡大について　環境政策課L224－5866O225－9800
　大字府川地域において、「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律」に基づき、川島特定猟具使用禁止区域（銃）
が拡大されました。これにより、今回拡大された区域内においても、銃による狩猟ができなくなりました。
●国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料は、社会保険料控除の対象です
　今年中に支払った保険税（料）は、来年の申告で控除対象になります。口座振替で納付している方には、12月中旬に各保険税（料）
の「口座振替納付済額のお知らせ」を送付します。詳しくは、国民健康保険税＝収税課L224－5686O226－2538、後期高
齢者医療保険料＝高齢・障害医療課L224－5842O224－7318、介護保険料＝介護保険課L224－5817O224－5384に
お尋ねください。
●コミュニティ助成事業　地域づくり推進課L224－5705O224－6705
　同事業は、（一財）自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの受託事業収入を財源として実施するものです。
宝くじの助成金を受け、今年度は川越市通町自治会が、テント、太鼓、倉庫、発電機などを整備しました。
●「災害時における物資の供給等に関する協定」を締結しました　防災危機管理室L224－5554O225－2895
　市は災害時の市民生活の確保を目的とし、10月30日に㈱マミーマートと食料品や日用品などの供給等に関する協定を締結し
ました。
●雇用支援課のファクス番号のご案内　雇用支援課L238－6702O238－6703
　7月17日からウェスタ川越4階に移転した同課にファクスを設置しました。今後は上記のファクス番号に送信してください。

人
権
推
進
課
L
2
2
4
‐
5
5
7
9

O
2
2
3
‐
1
7
2
6

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

12
月
4
日
～
10
日
は
人
権
週
間
で
す

■
人
権
啓
発
イ
ベ
ン
ト「
ヒ
ュ
ー
マ
ン 

ス
ク
ウ
ェ
ア
」

　
県
で
は
12
月
4
日
か
ら
10
日
を
「
人
権
尊
重
社
会
を

め
ざ
す
県
民
運
動
強
調
週
間
」

と
し
、
こ
の
記
念
事
業
と
し

て
人
権
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。
当
日
は
、
友と

も

近ち
か

8や
っ
く
ん

9
0
さ
ん
の
人
権
ト
ー

ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
や
人
権
啓

発
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
な
ど
を

行
い
ま
す
。当
日
直
接
会
場
。

日
時
…
12
月
1
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
8
時（
人
権
ト

ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
＝
午
後
1
時
～
2
時
）　
会
場
…

エ
ル
ミ
こ
う
の
す 

セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト（
鴻
巣
市
）　

問
い
合
わ
せ
…
県
人
権
推
進
課
L
0
4
8
‐
8
3
0

‐
2
2
5
8

■
人
権
週
間
記
念
行
事

　
同
週
間
に
ち
な
み
、
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
埼
玉

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が
記
念
行
事
を
開
催
し
ま

す
。
第
1
部
は
、
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

埼
玉
県
大
会
表
彰
式
。
第
2
部
は
、
さ
い
た
ま
市
立
浦

和
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
。
当
日

直
接
会
場
。

日
時
…
12
月
9
日
㈰
、
第
1
部
＝
午
後
1
時
～
2
時
40

分
▼
第
2
部
＝
午
後
3
時
～
3
時
30
分　
会
場
…
さ
い

た
ま
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
（
さ
い
た
ま
市
）　

定
員

…
先
着
3
0
0
人　
経
費
…
無
料　
問
い
合
わ
せ
…
さ

い
た
ま
地
方
法
務
局
L
0
4
8
‐
8
5
9
‐
3
5
0
7

■
人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
い
じ
め
や
暴
力
、
差
別
な
ど
の
人
権
侵
害
や
、
困
り

事
に
つ
い
て
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
当
日
直
接
会
場
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
川
越
支
局

L
2
4
3
‐
3
8
2
4
。

●
特
設
人
権
相
談

日
時
…
毎
月
第
2
水
曜
日
、
午
後
１
時
～
4
時　
会
場

…
ウ
ェ
ス
タ
川
越  

男
女
共
同
参
画
推
進
施
設

＊
平
成
30
年
12
月
分
は
5
日（
第
1
水
曜
日
）に
開
催
し

ま
す
。

●
常
設
相
談

日
時
…
月
～
金
曜
日（
祝
・
休
日
を
除
く
）、
午
前
8
時

30
分
～
午
後
5
時
15
分　
会
場
…
同
支
局

■
ビ
デ
オ
・
D
V
D
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す

　

人
権
問
題
の
啓
発
を
テ
ー
マ
に
し
た
ビ
デ
オ
・

D
V
D
を
、
市
の
人
権
推
進
課（
本
庁
舎
3
階
）で
貸

し
出
し
ま
す
。
各
種
団
体
の
研
修
会
な
ど
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

■
12
月
10
日
か
ら
16
日
は
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間
」
で
す

　
北
朝
鮮
が
拉
致
を
認
め
て
か
ら
長
い
年
月
が
た
ち
ま

し
た
が
、
拉
致
問
題
は
未
解
決
の
ま
ま
で
す
。　

　
拉
致
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
声
が
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　
拉
致
問
題
へ
の
関
心
を
さ
ら
に
高
め
て
、
全
て
の
拉

致
被
害
者
の
早
期
帰
国
の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

12
月
4
日
か
ら
10
日
は
人
権
週
間
で
す
。
人
権
問
題
を
理
解
し
、
お
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら

共
に
生
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
も
人
権
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

友近890さん友近890さん
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　「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
」
を

目
標
に
、
地
域
課
題
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

課
題
把
握
を
行
っ
た
上
で
、
課
題
解
決
に
向
け
た

話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま

す
。
課
題
解
決
の
取
り
組

み
と
し
て
は
、
青
少
年
、

高
齢
の
方
を
対
象
と
し
た

自
転
車
安
全
教
室
の
実
施

や
、
子
ど
も・高
齢
の
方・

防
犯
等
複
合
的
な
地
域
見
守
り
活
動
な
ど
の
長
期

的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

霞
ケ
関
北
市
民
セ
ン
タ
ー
L
2
3
1
‐
0
2
2
1

O
2
3
9
‐
1
1
6
7

霞
ケ
関
北
地
域
会
議

　
地
域
の
結
び
付
き
を
強
め
、
活
性
化
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
に
、
岸
町

一
丁
目
、
岸
町
二
丁
目
、

岸
町
三
丁
目
の
区
域
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
・
行
事
を
通
じ
て
地
区

間
の
交
流
や
、
世
代
間
の

交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、「
縁
結
び
事
業
」

で
は
、
地
域
全
体
で
結
婚
に
向
け
た
結
び
付
き
を

支
援
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
推
進
課
L
2
2
4
‐
5
7
0
5

O
2
2
4
‐
6
7
0
5

本
庁
第
八
地
域
会
議

　「
み
ど
り
と
音
楽
あ
ふ
れ
る
笑
顔
の
南
古
谷
」

を
目
標
に
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
、
通
学
路
の

安
全
確
保
、
水
害
時
の
安
全
確
保
、
南
古
谷
駅
を

中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
等
の
地
域
の
課
題
に
つ

い
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

3
回
目
の
開
催
と
な
る

「
0
歳
か
ら
の
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
12
月
2
日
㈰
に
予

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
育
て
カ
フ
ェ
を
毎
月
開

催
し
て
い
ま
す
。

南
古
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
L
2
3
5
‐
1
8
3
5

O
2
3
0
‐
1
0
2
9

南
古
谷
地
域
会
議

　「
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
」
を
目
標
に
、
青
少

年
の
健
全
育
成
、
高
齢
の
方
へ
の
取
り
組
み
、
防

災
・
防
犯
関
係
と
地
域
の
活
性

化
へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
新
河
岸

駅
記
念
行
事
に
併
せ
て
、
高
齢

の
方
向
け
の
サ
ロ
ン
と
健
康
相

談
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
河
岸
川
を
核
と

し
た
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
高
齢
の
方
を
対
象
と
し
た
自
転
車
安
全

運
転
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

高
階
市
民
セ
ン
タ
ー
L
2
4
2
‐
0
6
0
0

O
2
4
0
‐
1
8
7
7

高
階
地
域
会
議

高階いきいきサロン高階いきいきサロン

　「
誰
も
が
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
緑
豊
か
な
地

域
を
目
指
す
」「
健
康
寿
命
を
日
本
一
に
」「
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
補
佐
し
て

い
く
」
を
目
標
に
、
情
報
共

有
や
課
題
の
把
握
に
努
め
て

い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
落
ち

葉
堆
肥
農
法
の
講
演
会
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
、
書

き
初
め
教
室
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
健
康
寿
命
日
本
一
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
研
究
し
て
い
く
予
定
で
す
。

福
原
市
民
セ
ン
タ
ー
L
2
4
3
‐
4
0
1
5

O
2
4
0
‐
1
8
7
6

福
原
地
域
会
議

　「
川
越
で
一
番
安
全
安
心
快
適
な
楽
し
い
ま
ち

を
つ
く
る 

～
自
然
、
文
化
、

住
ま
い
が
豊
か
な
山
田
の
魅

力
づ
く
り
～
」
を
目
標
に
、

年
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
地
区
間
交
流
を
盛
ん
に
行

い
、
地
区
の
結
束
力
を
強
化

し
て
い
ま
す
。昨
年
度
か
ら
、

桜
祭
り
、
田
植う

え

祭
り
、
か
か

し
祭
り
、
稲
刈か

り

収
穫
祭
の
「
ふ
る
さ
と
山
田
四
季

ま
つ
り
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

山
田
市
民
セ
ン
タ
ー
L
2
2
2
‐
0
6
9
3

O
2
2
9
‐
1
3
2
4

山
田
地
域
会
議

書き初め教室の様子書き初め教室の様子

かかし祭り期間中は、
さまざまなかかしが並びます
かかし祭り期間中は、
さまざまなかかしが並びます

地域見守り活動地域見守り活動

地域づくり推進課L224－5705
O224－6705

より良い地域を目指し活動している地域会議を全3回にわたって紹介！
2回目となる今回は、6つの地域会議を紹介します。

泣いても騒いでも大丈夫
「0歳からのコンサート」
泣いても騒いでも大丈夫

「0歳からのコンサート」

地域の人の思いをつなぐ地域会議
～ 地域づくりは自分たちの手で ～

豆まきによる世代間交流事業豆まきによる世代間交流事業
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情
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催
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催
し
・
募
集

催
し
・
募
集

＊
会
場
＝
問
い
合
わ
せ
と
同
じ
・
対
象
＝
ど
な
た
で
も
・
定
員
＝
な
し
・
経
費
＝
無
料
の
場
合
は
記
載
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

＊「
親
子
」
は
22
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

催
　
し

催
　
し

伊
佐
沼
農
産
物
直
売
所

歳
末
フ
ェ
ア
ー

農
業
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

L
2
2
6
‐
6
5
5
1

　
野
菜
の
販
売
、
か
ら
み
餅
の
無
料

配
布
、
リ
サ
イ
ク
ル
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
。
リ
サ
イ
ク
ル
・
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
み
雨
天
中
止
。
当

日
直
接
会
場
。

日
時
…
12
月
28
日
㈮
午
前
9
時
～
午

後
1
時（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

■
リ
サ
イ
ク
ル
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
出
店
者
募
集

対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤
の
20
歳

以
上（
営
業
目
的
不
可
）　

定
員
…

25
区
画（
抽
選
）　

経
費
…
1
区
画

1
0
0
0
円　

申
し
込
み
…
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

主
な
販
売
品
を
、
12
月
13
日
㈭（
必

着
）ま
で
に
ハ
ガ
キ
（
1
家
族
1

枚
）
で
〒
3
5
0
‐
0
8
4
4
鴨

田
9
2
2
‐
1
・
伊
佐
沼
農
産
物

直
売
所

二・八
そ
ば
の
作
り
方
講
習
会

農
業
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

L
2
2
6
‐
6
5
5
1

　
そ
ば
作
り
の
基
本
講
習
と
試
食
。

日
時
…
12
月
15
日
㈯
午
後
1
時
30
分

～
4
時　
対
象
…
市
内
在
住　
定
員

…
25
人（
抽
選
）　

経
費
…
8
0
0

円　
申
し
込
み
…
催
し
名
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
、
12
月
6
日
㈭

（
必
着
）ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ（
1
人

1
枚
）で
〒
3
5
0
︲
0
8
5
5
伊

佐
沼
8
8
7
・
農
業
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

可
）落

ち
葉
掃
き
体
験

農
政
課
L
2
2
4
︲
5
9
3
9

O
2
2
4
‐
8
7
1
2

　
日
本
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た

「
武
蔵
野
の
落
ち
葉
堆
肥
農
法
」
の

基
本
と
な
る
落
ち
葉
掃
き
を
体
験
し

ま
す
。
昼
食
付
き
。
雨
天
時
は
内
容

が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。

日
時
…
来
年
1
月
19
日
㈯
午
前
9
時

～
午
後
2
時　
会
場
…
あ
ら
は
た
園

（
南
大
塚
六
丁
目
）ほ
か　
対
象
…
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小
学
生
以

上　

定
員
…
20
人（
抽
選
）　

申
し
込

み
…
催
し
名
、
参
加
者
全
員
の
住
所
・

氏
名
・
ふ
り
が
な
・
生
年
月
日
・
電

話
番
号
を
、
12
月
25
日
㈫
ま
で
に
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
で
同
課

ウ
ェ
ス
タ
川
越 

大
ホ
ー
ル
等
で
開
催

　
市
内
在
住
の
対
象
の
方
に
は
、
11
月
上
旬
に
案
内
状
を

送
付
し
ま
し
た
。
受
け
付
け
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
市
外
転
出
し
た
方

に
つ
い
て
も
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
案
内
状
を
送
付
し

ま
す
。

　

会
場
周
辺
道
路
は
、
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
成
人
式
専
用
の
駐
車

場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対�

象
…
平
成
10
年
4
月
2
日
～
同
11
年
4
月
1
日
生
ま
れ

受�

付
時
間
…
午
後
0
時
30
分
か
ら（
式
典
は
午
後
1
時
30

分
か
ら
）

＊
受
け
付
け
順
に
会
場
名
を
記
載
し
た
整
理
券
を
配
布

し
、
大
ホ
ー
ル
（
第
1
会
場
）か
ら
ご
案
内
し
ま
す
。
大

文
化
芸
術
振
興
課
L
2
2
4
‐
6
1
5
7

O
2
2
4
‐
8
7
1
2

成
人
の
つ
ど
い（
川
越
市
成
人
式
）

ホ
ー
ル
が
満
席
と
な
っ
た
場
合
は
、
ウ
ェ
ス
タ
川

越
内
の
第
2
・
第
3
会
場
へ
ご
案
内
し
ま
す
。
第

2
・
第
3
会
場
で
は
、
大
ホ
ー
ル
で
の
式
典
映
像

を
中
継
で
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
当
日
、
ウ
ェ
ス
タ
川
越
周
辺
に
お
住
ま
い
の
方
に

は
、
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

来
年
1
月
13
日
㈰
・
14
日
㈷
は
入
館
・
観
覧
が
無
料

　
次
の
施
設
は
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
入
館
・
観
覧

が
無
料
に
な
り
ま
す
。

来年1月13日㈰

施
設
名

問
い
合
わ
せ

市
立
博
物
館
・
川
越
城
本
丸
御
殿
L
2
2
2
‐
5
3
9
9

市
立
美
術
館

L
2
2
8
‐
8
0
8
0

川
越
ま
つ
り
会
館

L
2
2
5
‐
2
7
2
7

旧
山
崎
家
別
邸

L
2
2
4
‐
5
9
4
0

　
県
で
は
「
ふ
る
さ
と
埼
玉
の
緑
を

守
り
育
て
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
優

秀
な
緑
化
計
画
を
毎
年
表
彰
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
び
、
斎
場
の
緑
化
計

画
が
、
緑
地
設
計
や
維
持
管
理
状
況

な
ど
が
他
の
模
範
と
な
る
と
し
て
、

1
5
5
3
件
の
中
か
ら
「
彩
の
国
み

ど
り
の
優
秀
プ
ラ
ン
賞
」
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
斎
場
で
は
、
故
人
と
そ
の
家
族
の

最
後
の
思
い
出
の
場
所
と
な
る
よ

う
、
四
季
折
々
の
草
木
や
樹
木
に
よ

り
季
節
を
表
現
し
た
記
憶
に
残
る
植

斎
場
L
2
2
6
‐
0
0
9
0

O
2
2
6
‐
7
0
8
8

斎
場
が「
彩
の
国
み
ど
り
の
優
秀
プ
ラ
ン
賞
」を

受
賞
し
ま
し
た

栽
を
設
け
て
い
ま
す
。
心
や
す
ら
か

に
別
れ
の
時
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
厳
か
で
品
格
の
あ
る
施
設
と
な

る
よ
う
、
十
分
な
緑
を
配
置
し
て
利

用
者
へ
の
や
す
ら
ぎ
の
場
を
提
供
し

て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か

ら
も
緑
地
を

は
じ
め
と
す

る
適
切
な
管

理
運
営
に
一

層
努
め
て
い

き
ま
す
。


